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研
究
ノ
ー
ト甲

斐
庄
楠
音

《
横
櫛
》

に
つ
い
て
の
一
考
察

《
キ
ー
ワ
ー
ド
〉
北
野
恒
富

浮
世
絵
写
真
九
代
目
市
川
団
十
郎

は
じ
め
に

甲
斐
庄
楠
音
(
-
八
九
四
ー
一
九
七
八
）
は
大
正
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て

京
都
画
壇
で
活
躍
し
た
画
家
で
あ
り
、
《
横
櫛
》
（
大
正
七
年
〔
一
九
一
八
〕
、

広
島
県
立
美
術
館
）
は
国
画
創
作
協
会
第
一
回
展
覧
会
に
お
い
て
岡
本
神
草

（
一
八
九
四
ー
一
九
三
三
）
の
《
口
紅
》
（
大
正
七
年
、
京
都
市
立
芸
術
大
学
芸

術
資
料
館
）
と
並
ん
で
人
気
を
博
し
た
彼
の
代
表
作
で
あ
る
。
本
作
品
は
こ
れ

ま
で
当
時
の
文
壇
で
流
行
し
た
頒
廃
主
義
と
の
関
わ
り
、
楠
音
の
西
洋
画
へ
の

傾
倒
や
芝
居
趣
味
の
文
脈
で
し
か
語
ら
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
本
稿
で
は
ま

ず
、
画
中
人
物
が
着
用
し
て
い
る
長
襦
袢
の
役
者
絵
柄
が
北
野
恒
富
(
-
八
八
〇

_
―
九
四
七
）
の
ポ
ス
タ
ー
作
品
か
ら
の
借
用
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。

そ
し
て
、
展
覧
会
当
時
の
絵
は
が
き
の
写
真
を
参
考
に
し
つ
つ
、
座
布
団
の
柄

と
長
地
襦
袢
の
役
者
絵
に
着
目
し
、
画
中
人
物
が
九
代
目
市
川
団
十
郎
の
見
立

て
と
な
る
よ
う
に
意
図
し
て
制
作
さ
れ
た
可
能
性
を
提
示
す
る
。

太

田

梨

紗

子

《
横
櫛
》
の
概
要

《
横
櫛
》
（
図
1
)
は
大
正
七
年
に
開
催
さ
れ
た
国
画
創
作
協
会
第
一
回
展
覧

会
に
入
選
し
た
も
の
で
あ
る
。
美
人
画
で
あ
り
、
室
内
で
う
つ
ろ
な
表
情
を
し

た
女
性
が
正
面
を
向
き
、
長
襦
袢
に
脱
ぎ
掛
け
の
着
物
姿
で
仔
ん
で
い
る
。
画

中
の
女
性
は
楠
音
の
兄
の
妻
、
彦
子
が
モ
デ
ル
で
あ
る
。
ま
た
、
背
景
の
牡
丹

の
屏
風
は
残
さ
れ
た
写
真
か
ら
実
際
に
楠
音
の
画
室
に
あ
っ
た
も
の
と
み
ら
れ

る
。
こ
の
作
品
は
展
覧
会
後
に
後
援
者
で
あ
っ
た
吉
田
忠
一
二
郎
の
所
有
と
な
る

-161-
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が
、
吉
田
の
死
後
、
奥
村
政
太
郎
、
小
林
和
作
と
所
有
者
が
転
々
と
変
わ
り
、

小
林
か
ら
広
島
県
立
美
術
館
に
寄
託
さ
れ
現
在
に
至
る
。

主
題
は
河
竹
黙
阿
弥
作
「
処
女
翫
浮
名
横
櫛
」
、
通
称
「
切
ら
れ
お
富
」
と

い
う
歌
舞
伎
の
演
目
で
あ
る
。
こ
の
演

H
は
大
正
四
年
に
義
理
姉
彦
子
と
楠
音

が
本
郷
座
で
実
際
に
観
劇
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
内
容
は
「
与
話
情
浮
名

横
櫛
」
（
以
下
、
「
横
櫛
」
）
別
名
「
切
ら
れ
与
三
」
の
改
変
で
、
毒
婦
物
と
な
っ

て
い
る
。
赤
間
源
左
衛
門
の
妾
で
あ
っ
た
お
富
は
浪
人
井
筒
与
三
郎
と
恋
仲
に

な
る
が
源
左
衛
門
に
見
つ
か
り
な
ぶ
り
切
り
に
さ
れ
る
。
瀕
死
の
と
こ
ろ
を
源

左
衛
門
の
手
下
蝙
蝠
の
安
蔵
に
助
け
ら
れ
た
お
富
は
安
蔵
と
夫
婦
に
な
る
が
、

偶
然
再
会
し
た
与
三
郎
に
金
が
要
る
と
言
わ
れ
、
お
富
は
安
蔵
と
実
は
盗
賊
で

あ
っ
た
源
左
衛
門
か
ら
二
百
両
を
巻
き
上
げ
る
。
こ
の
話
を
裏
で
聞
い
て
い
た

穂
積
幸
十
郎
が
源
左
衛
門
を
捕
ら
え
、
安
蔵
は
お
富
か
ら
金
を
奪
っ
て
逃
げ
よ

う
と
す
る
が
反
対
に
お
富
に
包
丁
で
殺
さ
れ
、
お
富
は
与
三
郎
の
元
へ
向
か
う
。

こ
の
演
目
を
主
題
と
す
る
画
は
管
見
の
限
り
で
は
楠
音
の
《
横
櫛
》
以
外
で
は

浮
世
絵
で
し
か
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

作
品
の
現
在
の
状
態
は
当
時
と
は
異
な
っ
て
お
り
、
発
表
当
時
の
展
覧
会
で

売
ら
れ
て
い
た
絵
は
が
き
の
写
真
（
図
2
)
と
比
較
す
る
と
、
画
面
右
上
に
書

か
れ
て
い
る
「
切
ら
れ
お
富
」
の
部
分
に
は
「
国
画
創
作
協
会

第
一
回
出
品

作
横
櫛
」
と
記
し
た
色
紙
が
貼
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
画
の
主
役
で
あ
る

女
性
の
顔
貌
表
現
に
も
改
変
が
加
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
色
紙
へ
の

変
更
は
奥
村
政
太
郎
が
所
有
し
て
い
た
昭
和
初
年
、
顔
貌
表
現
や
他
の
細
か
い

部
分
の
加
筆
修
正
は
昭
和
三
十
八
年
(
-
九
六
三
）
に
京
都
市
美
術
館
で
開
催

さ
れ
た
国
画
創
作
協
会
回
顧
展
に
際
し
て
楠
音
自
身
に
よ
っ
て
補
修
を
目
的
に

行
わ
れ
た
。
当
初
「
横
櫛
」
を
主
題
に
し
た
作
品
は
こ
の
作
品
の
み
が
知
ら
れ

て
い
た
が
、
大
正
八
年
(
-
九
一
九
）
頃
に
制
作
さ
れ
た
《
横
櫛
胸
像
》
（
福

富
太
郎
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、
図
3
)
が
存
在
し
、
も
う
一
点
の
《
横
櫛
》
（
京
都

国
立
近
代
美
術
館
、
図
4
)
が
後
年
に
な
っ
て
発
見
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
作
品

は
北
川
久
氏
の
論
考
に
よ
っ
て
大
正
五
年
(
-
九
一
六
）
頃
に
制
作
さ
れ
た
と

推
測
さ
れ
る
。
《
横
櫛
胸
像
》
は
お
そ
ら
く
展
覧
会
で
《
横
櫛
》
が
人
気
を
博

し
た
た
め
、
求
め
に
応
じ
て
制
作
さ
れ
た
も
の
だ
ろ
う
。
大
正
五
年
頃
制
作
の

《
横
櫛
》
は
展
覧
会
に
出
品
し
た
か
資
料
で
は
確
認
は
と
れ
て
い
な
い
も
の
の
、

村
上
華
岳
ら
の
目
に
触
れ
、
好
評
を
得
た
《
横
櫛
》
だ
と
考
え
ら
れ
、
後
の
大

正
七
年
制
作
の
《
横
櫛
》
の
元
と
な
る
作
品
と
さ
れ
て
い
る
。

大
正
五
年
頃
制
作
と
大
正
七
年
制
作
の
《
横
櫛
》
で
は
、
絵
は
が
き
を
参
考

に
し
て
も
大
幅
に
改
変
が
加
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
以
下
で
は
二
つ

の
《
横
櫛
》
を
大
正
五
年
本
、
大
正
七
年
本
と
呼
称
し
て
扱
う
。
大
正
五
年
本

と
大
正
七
年
本
と
で
大
幅
に
変
更
さ
れ
た
着
物
、
座
布
団
の
柄
に
つ
い
て
み
て

み
る
と
、
大
正
五
年
本
で
は
脱
ぎ
か
け
の
着
物
は
紫
の
地
に
桜
が
散
ら
さ
れ
、

展覧会当時の絵はがきの

写真

図2
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裾
に
御
所
解
き
文
が
配
さ
れ
て
い
る
。
長
襦
袢
は
黄
色
地
に
火
炎
と
獅
子
、
襟

は
水
色
地
に
天
女
が
描
か
れ
て
い
る
。
黒
と
水
色
の
縞
帯
で
締
め
ら
れ
て
お
り
、

大
正
七
年
本
で
は
着
物
は
絵
は
が
き
で
は
紺
地
で
裾
に
草
花
ら
し
き
模
様
が
見

え
、
現
在
で
は
濃
い
水
色
に
絞
り
の
幾
何
学
模
様
と
な
っ
て
い
る
。
長
襦
袢
は

橙
の
地
に
役
者
絵
が
帯
か
ら
下
の
正
面
部
分
に
四
点
、
右
肩
部
分
に
一
点
配
さ

T剛r....・・ialll.L
〈横櫛胸像〉大正八年頃、福富太郎コレ

クション
図3《横櫛〉大正七年、京都国

立近代美術館

図4

れ
て
い
る
。
襟
は
水
色
に
絞
り
の
格
子
文
で
、
帯
の
色
も
変
更
さ
れ
絵
は
が
き

の
方
で
は
太
い
緑
と
細
い
黒
の
縞
、
現
在
の
状
態
で
は
茶
色
と
黄
色
の
縞
に

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
座
布
団
の
柄
も
大
正
五
年
本
は
緑
地
に
連
珠
の
文
様
、

大
正
七
年
本
の
展
覧
会
当
時
は
三
枡
の
文
様
、
現
在
で
は
橙
地
に
寿
と
波
の
よ

う
な
文
様
と
な
っ
て
い
る
。
次
に
、
画
面
の
右
上
に
着
目
す
る
と
、
大
正
五
年

本
で
は
背
景
の
牡
丹
図
屏
風
が
描
か
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
大
正
七
年
本
で
は

「
切
ら
れ
お
富
」
が
画
中
画
で
描
き
こ
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
着
物
の
柄
の
変
更

と
「
切
ら
れ
お
富
」
の
画
中
画
の
追
加
に
は
ど
の
よ
う
な
意
味
が
あ
る
の
だ
ろ

、。

、っカ

長
襦
袢
と
座
布
団
の
柄

-163-

0
北
野
恒
富
と
の
関
係

ま
ず
注
目
し
た
い
の
は
大
正
七
年
本
の
役
者
絵
柄
の
長
襦
袢
で
あ
る
。
こ
の

役
者
絵
柄
は
絵
は
が
き
の
写
真
と
比
べ
て
も
当
時
と
大
き
な
変
更
は
加
え
ら
れ

て
い
な
い
。
こ
の
役
者
絵
柄
に
は
、
極
め
て
近
い
作
例
が
北
野
恒
富
の
ポ
ス
タ
ー

作
品
に
存
在
す
る
。
恒
富
が
菊
正
宗
で
初
め
て
手
掛
け
た
と
さ
れ
る
大
正
四
年

の
作
品
で
あ
る
（
図
5
)
。
菊
と
「
菊
正
宗
」
の
文
字
が
描
か
れ
た
襖
を
背
景

に
舞
妓
が
座
り
込
ん
で
い
る
構
図
で
、
舞
妓
の
着
る
衣
装
が
役
者
絵
の
柄
に

な
っ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
は
歌
舞
伎
十
八
番
の
柄
だ
ろ
う
が
、
扇
子
を
持
つ
手

の
す
ぐ
横
に
配
置
さ
れ
て
い
る
赤
っ
面
の
男
（
図
6
)
と
腰
の
す
ぐ
下
の
部
分

に
見
え
る
侍
烏
帽
子
の
男
（
図
7
)
は
大
正
七
年
本
の
人
物
の
右
肩
部
分
（
図

8
)
と
足
元
（
図
9
)
に
配
さ
れ
る
役
者
絵
と
そ
れ
ぞ
れ
ほ
ぼ
同
一
の
構
図
を



と
っ
て
い
る
。
侍
烏
帽
子
の
男
に
い
た
っ
て
は
画
面
が
半
分
途
切
れ
て
い
る
点

ま
で
同
一
で
あ
る
。
楠
音
が
こ
の
ポ
ス
タ
ー
を
参
考
に
制
作
し
た
こ
と
は
ま
ず

間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。
同
じ
大
正
四
年
頃
に
楠
音
が
制
作
し
た
《
遊
女
》
（
京

都
国
立
近
代
美
術
館
、
図
10)
に
は
画
中
の
遊
女
が
着
る
打
掛
に
役
者
絵
が
配

置
さ
れ
て
い
る
。
北
野
恒
富
は
こ
う
い
っ
た
色
紙
貼
付
の
よ
う
な
柄
の
着
物
を

画
中
の
女
性
に
着
せ
る
作
品
を
明
治
期
か
ら
数
点
残
し
て
い
る
た
め
、
こ
の
作

(
8
)
 

品
も
恒
富
か
ら
の
影
響
と
考
え
ら
れ
る
。

当
時
の
京
都
画
壇
と
恒
富
と
の
関
わ
り
で
語
ら
れ
る
の
は
仮
面
会
へ
の
入
会

を
め
ぐ
る
い
ざ
こ
ざ
に
つ
い
て
で
あ
る
。
仮
面
会
は
明
治
四
十
四
年

（
一
九
―
一
）
に
土
田
麦
倦
、
小
野
竹
喬
ら
に
よ
っ
て
結
成
さ
れ
た
美
術
研
究

会
で
あ
る
。
こ
の
会
は
翌
年
の
第
二
回
展
後
に
自
然
消
滅
す
る
の
だ
が
、
こ
の

「ポスター：菊正宗」大正四年、菊正宗酒造

記念館

図5

大正七年本部分、赤っ面の男図8

「ポスター：菊正宗」部分、赤っ面の男

「ポスター：菊正宗」部分、

侍烏帽子の男

大正七年本部分、侍

烏帽子の男
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図6

図9

第
二
回
展
で
恒
富
は
新
聞
挿
絵
の
試
し
刷
り
を
出
品
し
、
聾
楚
を
買
っ
た
よ
う

だ
。
し
か
し
、
恒
富
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
ブ
ッ
ク
『
夜
雨
草
堂
」
所
載
の
大
正
七
年

の
「
北
野
恒
富
さ
ん
に
物
申
さ
ん
」
と
い
う
記
事
で
は
、
恒
富
は
仮
面
会
に
入

(10) 

会
し
た
頃
か
ら
京
都
画
壇
に
認
め
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
記
事
で
恒



富
は
「
大
阪
に
恒
富
あ
り
」
「
画
壇
の
悪
魔
派
」
と
称
さ
れ
て
い
る
。
昭
和
二

年
(
-
九
二
七
）

の
記
事
で
は
あ
る
が
、
美
術
評
論
家
豊
田
豊
が
国
画
創
作
協

会
第
一
回
展
覧
会
で
の
楠
音
と
岡
本
神
草
の
作
品
を

日
本
画
に
於
け
る
唯
美
的
近
代
主
義
は
、
他
芸
術
よ
り
最
も
遅
く
、
大

正
七
年
国
画
創
作
協
会
の
花
園
に
萌
芽
を
破
り
ぬ
。
惚
如
新
星
岡
本
神
草

と
甲
斐
庄
楠
音
は
出
で
ぬ
そ
は
素
絹
と

H
本
絵
之
具
を
以
つ
て
せ
る
谷
崎

潤
一
郎
に
て
あ
り
し
、
オ
ス
カ
ア
・
ワ
イ
ル
ド
に
て
あ
り
し
、
ス
イ
ン
バ

ア
ン
に
て
あ
り
し
、
ロ
ー
ト
レ
ッ
ク
に
て
あ
り
し
、
モ
ロ
ー
に
て
あ
り
し
。

（
豊
田
豊
「
新
興
美
人
画
作
家
論
|
京
都
画
壇
に
於
け
る
耽
美
主
義
ー
」
『
美

の
國
』
第
三
巻
七
号
）

と
評
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
大
正
七
年
当
時
に
楠
音
が
恒
富
を
意
識
し
て
い
た

こ
と
は
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。
《
横
櫛
》
で
の
大
胆
な
借
用
を
考
慮
す
る
と
、

当
時
の
京
都
画
壇
の
若
者
で
流
行
し
て
い
た
歌
舞
伎
画
も
、
歌
舞
伎
の
「
道
行
」

を
描
い
た
恒
富
の
代
表
作
《
道
行
》
（
大
正
二
年
頃
、
福
富
太
郎
コ
レ
ク
シ
ョ

〈遊女〉大正四年、

京都国立近代美術館

図10

ン
資
料
室
、
図
11)
に
影
響
を
受
け
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

目
で
述
べ
る
。

か
。
当
時
の
歌
舞
伎
画
に
関
し
て
は
後
の
当
時
の
浮
世
絵
研
究
に
つ
い
て
の
項

《道行》大正二年頃、福富太郎コレクション資料室
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0
市
川
団
十
郎
の
見
立
て

長
襦
袢
の
役
者
絵
の
五
点
の
う
ち
二
点
は
恒
富
の
ポ
ス
タ
ー
か
ら
の
借
用
だ

と
考
え
ら
れ
る
が
、
残
り
の
三
点
は
恒
富
の
他
作
品
で
も
見
つ
け
る
こ
と
が
出

来
な
か
っ
た
。
こ
の
三
点
の
追
加
を
考
察
す
る
に
あ
た
っ
て
五
点
の
演
目
と
登

(11
)
 

場
人
物
に
つ
い
て
の
特
定
を
行
っ
た
。

・
左
肩
の
赤
っ
面
（
図
8
)

笠
を
被
っ
て
刀
を
握
っ
て
い
る
点
、
そ
し
て
赤
っ
面
の
衣
装
の
文
様
が
雲

で
あ
る
こ
と
か
ら
「
鞘
当
」
の
不
破
伴
左
エ
門

正
面
中
央
の
娘
（
図
12)

桜
に
扇
子
、
赤
い
着
物
に
帯
の
丸
文
様
か
ら
「
京
鹿
子
娘
道
成
寺
」
の
白

拍
子
花
子

隈
取
を
し
た
男
（
図
13)

画
面
左
上
の
鼓
と
車
輪
紋
か
ら
「
義
経
千
本
桜
」
の
狐
忠
信

•
紫
鉢
巻
き
の
男
（
図
1
4
)

頭
部
左
側
に
結
び
目
を
置
い
た
紫
鉢
巻
き
と
牡
丹
紋
の
黒
い
着
物
か
ら

「
助
六
」
の
助
六

•
侍
烏
帽
子
の
男
（
図
9
)

侍
烏
帽
子
と
浅
葱
色
の
帽
子
か
ら
「
七
つ
面
」
の
賀
古
世
赤
右
衛
門
（
栗

津
六
郎
）

こ
の
う
ち
「
鞘
当
」
「
助
六
」
「
七
つ
面
」
は
七
代
目
市
川
団
十
郎
が
定
め
た

市
川
家
の
得
意
芸
十
八
番
の
演
目
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
絵
は
が
き
で
確
認
で
き

る
展
覧
会
当
時
の
座
布
団
の
模
様
は
市
川
家
の
定
紋
、
三
枡
で
あ
る
（
図
15)
。

こ
の
こ
と
か
ら
画
中
の
女
性
に
市
川
団
十
郎
の
イ
メ
ー
ジ
が
重
ね
ら
れ
て
い
る

大正七年本部分、嬢図12大正七年本部分、隈

取の男

図 13図14 大正七年本部分、

紫鉢春きの男

-166-

展覧会当時、座布団の柄図15



と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
そ
う
な
る
と
残
り
の
二
点

「
京
鹿
子
娘
道
成
寺
」
「
義
経
千
本
桜
」
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
「
京
鹿
子
娘
道
成
寺
」

の
花
子
を
得
意
と
し
た
の
は
九
代
目
市
川
団
十
郎
(
-
八
三
八
ー
一
九

0
三）

(12) 

で
あ
る
。
九
代
目
団
十
郎
は
劇
聖
と
あ
が
め
ら
れ
た
近
代
歌
舞
伎
の
立
役
者
で

あ
る
。
市
川
団
十
郎
は
本
来
荒
事
を
得
意
と
す
る
家
系
で
あ
る
が
、
九
代
目
団

十
郎
は
荒
事
に
限
ら
ず
多
く
の
役
を
こ
な
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
、
「
義
経
千
本

桜
」
で
も
登
場
人
物
の
多
く
を
演
じ
、
狐
忠
信
も
演
じ
て
い
る
。
こ
の
五
つ
の

演
目
、
登
場
人
物
は
九
代
目
団
十
郎
と
縁
深
い
。
「
鞘
当
」
と
「
義
経
千
本
桜
」

の
う
ち
狐
忠
信
が
活
躍
す
る
「
吉
野
山
道
行
」
に
九
代
目
団
十
郎
の
型
が
後
世

ま
で
に
影
響
を
与
え
、
「
京
鹿
子
娘
道
成
寺
」
で
は
本
来
女
方
で
は
な
い
の
に

(13) 

白
拍
子
花
子
を
演
じ
て
い
る
。
そ
し
て
、
「
七
つ
面
」
は
長
ら
く
上
演
が
途
絶
え

て
い
た
演
目
を
九
代
目
が
復
活
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
「
助
六
」
は
い
う
ま
で

も
な
く
市
川
団
十
郎
家
の
花
形
役
で
あ
る
。
そ
し
て
登
場
人
物
で
場
面
を
絞
っ

た
も
の
も
あ
る
が
、
ど
の
演
目
も
季
節
は
春
で
あ
る
。
こ
れ
は
大
正
五
年
本
の

着
物
の
柄
が
桜
で
あ
る
の
と
関
係
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
と
も
か
く
、

こ
の
長
襦
袢
の
柄
と
座
布
団
は
敵
役
、
女
方
、
荒
事
で
は
あ
る
が
和
事
を
兼
ね

備
え
た
役
、
ケ
レ
ン
演
技
の
超
人
、
狂
言
師
と
多
種
多
様
な
役
を
こ
な
す
こ
と

が
で
き
た
九
代
目
団
十
郎
を
表
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
た
だ
し
、

こ
の
五
つ
の
演
目
は
そ
れ
自
体
歌
舞
伎
に
お
け
る
代
表
的
な
演
目
で
あ
り
、
九

代
目
団
十
郎
に
縁
深
い
演
目
は
他
に
も
多
数
あ
り
、
こ
れ
だ
け
で
は
九
代
目
市

川
団
十
郎
と
は
言
い
難
い
。

「
切
ら
れ
お
富
」
の
構
図

画
中
の
女
性
に
九
代
目
市
川
団
十
郎
の
イ
メ
ー
ジ
が
重
ね
ら
れ
て
い
る
か
考

察
す
る
に
あ
た
っ
て
、
展
覧
会
当
時
の
画
面
右
上
に
描
か
れ
る
「
切
ら
れ
お
富
」

の
画
中
画
に
も
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
（
図
16)
。
こ
の
画
中
画

は
お
そ
ら
く
当
時
役
者
絵
に
か
わ
っ
て
売
り
出
さ
れ
た
役
者
の
ブ
ロ
マ
イ
ド
写

真
を
参
考
に
し
て
い
る
。
楠
音
が
見
た
と
さ
れ
る
大
正
四
年
の
公
演
で
の
四
代

大正七年本部分、「切

られお富」
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図16図 17 四代目澤村源之助ブロマイド

写真、大正四年



目
沢
村
源
之
助
の
ブ
ロ
マ
イ
ド
写
真
（
図
17)
が
残
さ
れ
て
お
り
、
比
較
し
て

み
る
と
上
半
身
の
ポ
ー
ズ
、
服
装
、
化
粧
や
目
線
ま
で
一
致
し
て
い
る
。
写
実

的
表
現
も
写
真
を
そ
の
ま
ま
反
映
さ
せ
た
結
果
だ
ろ
う
。
楠
音
の
遺
品
中
に
は

多
く
の
写
真
資
料
が
現
存
し
、
写
真
を
制
作
に
取
り
入
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら

か
で
あ
り
、
本
作
に
つ
い
て
も
写
真
を
使
用
し
て
い
て
も
何
ら
不
思
議
は
な
い
。

当
時
の
芝
居
雑
誌
『
演
芸
画
報
』
で
は
こ
の
よ
う
な
構
図
の
挿
入
写
真
が
頻
出

す
る
（
図
18
、
19)
。
こ
の
ブ
ロ
マ
イ
ド
写
真
を
使
用
し
た
構
図
は
見
つ
け
ら

れ
な
か
っ
た
が
、
画
面
を
分
割
す
る
、
舞
台
写
真
や
役
者
の
ブ
ロ
マ
イ
ド
写
真

の
画
面
の
端
に
違
う
場
面
や
違
う
役
者
を
挿
入
す
る
手
法
の
図
が
多
く
見
ら
れ

こ°t
 しか
し
、
こ
の
画
中
画
の
構
図
自
体
は
こ
の
よ
う
な
雑
誌
が
元
と
い
う
よ
り

は
も
と
も
と
浮
世
絵
か
ら
き
た
も
の
だ
ろ
う
。
浮
世
絵
で
画
中
画
は
コ
マ
絵
と

呼
ば
れ
、
画
面
上
部
端
に
描
か
れ
る
こ
と
が
多
い
。
恒
富
は
こ
の
構
図
を
ポ
ス

タ
ー
作
品
に
取
り
入
れ
て
い
る
。
「
月
桂
冠
用
ポ
ス
タ
ー
校
正
刷
」
（
大
正
三
年

〔
一
九
―
四
〕
）
、
凸
版
印
刷
株
式
会
社

印
刷
博
物
館
、
図
20)
は
歌
川
広
重

京
師
三
條
大
橋
》
ら
し
き
図
が
舞
妓
の
背
景
に
コ
マ

絵
風
に
描
か
れ
て
い
る
。
コ
マ
絵
は
風
景
画
で
か
つ
ポ
ス
タ
ー
作
品
で
は
あ
る

が
、
楠
音
が
大
正
七
年
本
に
恒
富
の
菊
正
宗
の
ポ
ス
タ
ー
作
品
を
取
り
入
れ
て

い
る
以
上
、
こ
う
い
っ
た
コ
マ
絵
の
構
図
も
こ
の
月
桂
冠
の
ポ
ス
タ
ー
作
品
に

の
《
東
海
道
五
十
三
次

刺
激
を
受
け
た
可
能
性
は
あ
る
。
た
だ
し
、
大
正
七
年
本
で
描
か
れ
て
い
る
の

は
四
代
目
源
之
助
演
じ
る
「
切
ら
れ
お
富
」
で
あ
る
た
め
、
役
者
絵
に
絞
っ
て

み
る
と
、
歌
川
国
員
「
坂
東
彦
三
郎
の
お
そ
め
」
（
図
21)
や
天
保
期
(
-
八
一
―

1
0

|
―
八
四
四
）
に
活
躍
し
た
五
粽
亭
（
歌
川
）
広
貞
《
娘
信
夫
ど
ら
の
に
よ

図18「演芸画報』大正四年五月号
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八

(15) 

磯
上
豆
四
郎
》
（
図
22)
と
い
う
コ
マ
絵
を
使
っ
た
作
例
が
見
つ
か
っ
た
。

こ
の
二
例
で
は
あ
る
シ
ー
ン
を
描
き
、
そ
の
場
に
い
な
い
人
物
を
コ
マ
絵
で
描

く
際
に
使
用
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
れ
は
「
演
芸
画
報
j

の
例
と
よ
く

似
て
い
る
。

た
だ
し
、
絵
が
描
か
れ
た
当
時
、
九
代
目
団
十
郎
は
す
で
に
明
治
一
二
十
六
年

（
一
九

0
1
―
-
）
に
亡
く
な
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、
役
者
絵
に
お
い
て
コ
マ
絵
が

圧
倒
的
に
多
い
の
は
死
絵
で
あ
る
。
死
絵
と
は
亡
く
な
っ
た
役
者
の
訃
報
を
知

ら
せ
、
供
養
に
描
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
死
絵
で
は
亡
く
な
っ
た
役
者

だ
け
で
な
く
そ
の
役
者
の
親
や
子
、
相
手
役
を
務
め
た
役
者
も
併
せ
て
書
く
こ

と
が
多
い
。
そ
の
場
合
コ
マ
絵
に
は
既
に
死
者
と
な
っ
た
役
者
を
描
く
こ
と
が

(16) 

多
い
が
、
生
き
て
い
る
役
者
を
描
く
絵
も
存
在
す
る
。
四
代
目
源
之
助
は
九
代

目
団
十
郎
に
請
わ
れ
て
相
手
役
を
つ
と
め
て
お
り
、
ま
た
、
九
代
目
団
十
郎
の

当
た
り
役
に
「
切
ら
れ
与
三
」
が
あ
る
こ
と
か
ら
こ
の
二
人
を
対
に
み
る
こ
と

は
出
来
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
さ
ら
に
、
モ
デ
ル
で
あ
る
兄
嫁
の
彦
子
は

大
正
四
年
八
月
に
亡
く
な
っ
て
お
り
、
以
前
か
ら
《
横
櫛
》
に
は
追
悼
の
意
が

込
め
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
制
作
の
前
年
に
は
「
九
代
目
団
十
郎

(17) 

十
五
周
年
祭
追
善
興
行
」
も
行
わ
れ
て
い
る
。
大
正
七
年
に
は
恒
富
が
《
団
十

郎
男
之
助
幸
四
郎
仁
木
》
（
大
正
七
年
、
個
人
蔵
）
と
い
う
作
品
を
描
い
て

お
り
、
橋
爪
節
也
氏
は
こ
の
作
品
に
お
い
て
「
九
代
目
団
十
郎
十
五
周
年
祭
追

(18) 

善
興
行
」
が
制
作
動
機
で
あ
る
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
。
以
上
を
踏
ま
え
る

と
、
展
覧
会
当
時
の
大
正
七
年
本
は
死
絵
を
参
考
に
し
、
亡
く
な
っ
た
モ
デ
ル

の
彦
子
に
九
代
目
団
十
郎
を
重
ね
て
見
立
て
と
す
る
こ
と
で
、
よ
り
四
代
目
源

之
助
や
「
横
櫛
」
を
強
調
す
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

「月桂冠用ポスター校正刷」大正三年、凸版

印刷株式会社 印刷博物館

図20
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「坂東彦三郎のおそめ」図21



ど
こ
ま
で
及
ん
で
い
た
か
を
考
察
す
る
。

次
項
で
当
時
の
浮
世
絵
研
究
に
つ
い
て
言
及
し
、
楠
音
の
浮
世
絵
へ
の
理
解
が

磯上豆四郎」どらのによ八「娘信夫図22

四

大
正
期
の
浮
世
絵
研
究

こ
こ
ま
で
述
べ
て
き
た
と
お
り
、
大
正
七
年
本
は
非
常
に
浮
世
絵
か
ら
の
影

響
が
み
て
と
れ
る
。
当
時
、
浮
世
絵
は
ど
の
よ
う
に
捉
え
ら
れ
て
い
た
の
だ
ろ

、。
っヽカ江
戸
時
代
が
終
焉
し
た
の
ち
、
明
治
初
頭
、
欧
化
主
義
に
よ
っ
て
浮
世
絵
は

低
い
評
価
を
与
え
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
西
洋
で
の
浮
世
絵
人
気
が
日
本
に

伝
わ
り
、
明
治
三
十
年
代
の
終
わ
り
か
ら
浮
世
絵
が
再
評
価
さ
れ
、
研
究
も
国

(19) 

内
で
盛
ん
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
大
正
初
期
の
京
都
に
お
け
る
浮
世
絵

研
究
に
つ
い
て
は
田
中
圭
子
氏
が
岡
本
神
草
に
関
す
る
論
考
で
詳
し
く
述
べ
て

(20) 

い
る
。
田
中
氏
に
よ
る
と
、
明
治
四
十
四
年
に
肉
筆
版
画
浮
世
絵
展
覧
会
が
開

か
れ
た
こ
と
が
端
緒
と
な
り
、
展
覧
会
が
盛
ん
に
開
催
さ
れ
、
学
生
の
間
で
も

-170-

浮
世
絵
収
集
が
流
行
し
て
い
た
と
い
う
。
さ
ら
に
田
中
氏
は
学
生
の
間
で
流
行

し
た
背
景
に
は
京
都
市
立
絵
画
専
門
学
校
の
講
師
で
理
論
的
指
導
者
だ
っ
た
中

井
宗
太
郎
(
-
八
七
九
ー
一
九
六
六
）
に
よ
る
浮
世
絵
研
究
の
影
響
が
考
え
ら

れ
る
と
述
べ
て
い
る
。
中
井
宗
太
郎
は
大
正
四
年
か
ら
大
正
五
年
に
か
け
て
浮

(21) 

世
絵
、
特
に
歌
麿
、
写
楽
に
つ
い
て
の
論
考
を
相
次
い
で
発
表
し
て
い
る
。
特

に
大
正
四
年
の
歌
麿
に
関
す
る
論
文
に
は
歌
舞
伎
芝
居
の
項
が
あ
り
、
浮
世
絵

と
の
関
係
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

華
街
と
並
ん
で
町
人
の
享
楽
機
関
で
あ
り
人
文
に
影
響
す
る
所
の
廣
＜

且
深
か
っ
た
の
は
歌
舞
伎
芝
居
で
あ
る
。
歌
舞
伎
は
又
官
能
の
享
楽
に
は

じ
ま
つ
て
美
的
に
発
達
し
た
。



（
中
略
）

慈
く
の
如
く
華
街
と
芝
居
は
町
人
享
楽
の
中
心
を
な
し
官
能
の
肉
楽
的

欲
求
よ
り
進
ん
で
美
的
充
足
と
な
り
浮
世
一
二
分
五
厘
の
人
生
観
と
相
結
ん

で
生
命
の
奥
に
喰
ひ
入
っ
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
町
人
の
文
化
は
殆
ん
ど

皆
こ
れ
に
基
づ
く
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
潮
流
が
流
れ
て
造
形
芸
術
に
入
り

色
彩
の
上
に
体
現
さ
れ
た
も
の
は
浮
世
絵
で
あ
る
。
（
中
井
宗
太
郎
「
町

人
の
思
想
人
生
観
と
歌
麿
の
芸
術
」
『
東
亜
の
光
』
十
二
月
号

大
正
四

年
十
二
月
）

こ
こ
で
中
井
は
花
街
と
歌
舞
伎
を
江
戸
文
化
の
根
本
と
み
な
し
、
造
形
芸
術

に
流
れ
て
体
現
さ
れ
た
も
の
を
浮
世
絵
と
し
て
い
る
。
こ
の
論
文
か
ら
遡
る
こ

と
数
か
月
前
、
三
月
の
校
友
会
展
で
は
楠
音
は
「
桂
川
道
行
恋
柵
」
の
楽
屋
を

主
題
に
し
た
《
桂
川
の
場
へ
》
（
大
正
四
年
、
京
都
国
立
近
代
美
術
館
、
図
23)

を
出
品
し
、
同
展
に
は
三
宅
呉
月
（
鳳
白
）
が
《
楽
屋
風
呂
か
ら
》
（
大
正
四
年
、

京
都
市
立
芸
術
大
学
芸
術
資
料
館
、
図
24)
と
い
う
こ
ち
ら
も
楽
屋
を
主
題
に

し
た
作
品
を
残
し
て
い
る
。
学
生
た
ち
の
絵
画
研
究
団
体
密
栗
会
の
七
月
に
開

催
さ
れ
た
展
覧
会
評
で
は
、
浮
世
絵
や
奈
良
絵
と
い
っ
た
古
画
の
学
習
が
指
摘

(22) 

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
展
覧
会
で
楠
音
は
《
朝
顔
日
記
京
屋
の
梅
川
》
《
歌
衛
門
の

千
早
姫
》
《
或
悲
劇
の
主
人
公
》
《
舞
台
裏
の
羽
左
衛
門
》
《
菊
五
郎
菊
三
郎
の

十
六
夜
清
心
》
と
全
て
歌
舞
伎
を
題
材
に
し
た
作
品
を
出
品
し
て
い
る
。
こ
れ

は
単
に
芝
居
好
き
が
高
じ
た
だ
け
で
は
な
く
、
展
覧
会
と
論
文
の
掲
載
時
期
に

は
数
か
月
の
差
が
生
じ
る
も
の
の
、
中
井
の
理
論
的
裏
付
け
が
存
在
し
た
為
で

あ
ろ
う
。

〈桂川の場へ》大正四年、京都国立近代美

術館

図23〈楽屋風呂から〉大正四年、京都市立芸術大

学芸術資料館
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図24



ま
た
、
楠
音
が
注
視
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
恒
富
に
は
、
先
に
も
あ
げ
た
が
《
道

行
》
と
い
う
作
品
が
あ
る
。
題
材
は
近
松
門
左
衛
門
作
「
心
中
天
網
島
」
の
「
道

行
」
の
場
面
で
あ
る
。
第
七
回
文
展
落
選
作
《
朝
露
》
と
同
定
さ
れ
る
作
品
で

あ
り
、
橋
爪
節
也
氏
は
前
出
の
「
北
野
恒
富
さ
ん
に
物
申
さ
ん
」
で
投
稿
者
・

小
さ
き
魔
の
子
が

あ
な
た
の
描
か
れ
る
女
の
絵
に
、
頬
廃
の
気
分
が
ほ
の
め
い
て
居
た
の

は
事
実
で
す
、
吉
田
忠
三
郎
氏
の
所
蔵
と
な
つ
て
居
る
『
情
死
」
の
文
展

鑑
別
画
な
ど
も
、
頬
廃
的
実
感
が
先
ず
見
る
も
の
、
胸
を
う
つ
や
う
で
も

あ
り
ま
す
。

(23) 

と
評
す
る
作
品
に
該
当
し
て
い
る
と
述
べ
る
。
恒
富
は
浮
世
絵
と
関
係
の
深
い

(24) 

画
家
で
あ
る
。
師
の
稲
野
年
恒
(
-
八
八
五
ー
一
九

0
五
）
は
浮
世
絵
師
で
あ
り
、

月
岡
芳
年
(
-
八
三
九
ー
九
二
）

の
弟
子
で
あ
っ
た
。
恒
富
は
さ
ら
に
浮
世
絵

の
構
図
等
を
そ
の
ま
ま
写
し
取
っ
た
作
品
が
多
数
残
さ
れ
て
お
り
、
大
正
九
年

（
一
九
二
0
)
に
は
『
新
錦
絵
帖
•
浮
世
絵
の
顔
』
を
発
行
し
て
い
る
。
こ
れ

は
歌
人
吉
井
勇
の
短
歌
と
恒
富
の
絵
を
合
わ
せ
た
画
集
で
あ
り
、
菱
川
師
宣
、

鈴
木
春
信
、
喜
多
川
歌
麿
、
東
洲
斎
写
楽
、
歌
川
豊
国
な
ど
有
名
な
浮
世
絵
師

を
題
に
吉
井
が
歌
を
詠
み
、
恒
富
が
各
々
の
画
風
に
模
し
た
絵
を
載
せ
て
い
る
。

こ
れ
は
恒
富
が
浮
世
絵
を
詳
細
に
研
究
し
て
い
た
か
ら
こ
そ
成
せ
た
業
だ
ろ

う
。
恒
富
は
浮
世
絵
研
究
を
通
し
て
歌
舞
伎
を
題
材
と
し
、
当
時
の
頬
廃
主
義

に
か
な
う
美
人
画
を
描
い
た
楠
音
の
先
駆
的
存
在
と
い
え
る
。

そ
し
て
、
浮
世
絵
研
究
に
お
い
て
同
じ
第
一
回
国
画
創
作
協
会
展
展
覧
会
に

入
選
を
果
た
し
、
人
気
を
二
分
し
た
岡
本
神
草
の
存
在
を
忘
れ
る
わ
け
に
は
い

か
な
い
だ
ろ
う
。
前
出
の
田
中
氏
の
論
考
で
は
神
草
も
こ
の
時
期
に
歌
麿
や
国

貞
の
模
写
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
、
三
味
線
を
弾
く
花
魁
を
描

い
た
《
春
雨
の
つ
ま
び
き
》
草
稿
（
大
正
六
年
、
京
都
国
立
近
代
美
術
館
、
図

25)
に
そ
の
跡
が
確
認
で
き
る
。
影
響
が
見
て
と
れ
る
の
は
主
に
花
魁
の
顔
貌

表
現
で
、
目
は
細
く
切
れ
長
に
上
が
り
、
鼻
は
長
く
口
元
は
受
け
口
気
味
で
、

浮
世
絵
の
美
人
絵
を
参
考
に
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
花
魁
を
一
部
画
面

か
ら
切
り
取
ろ
う
と
す
る
構
図
も
浮
世
絵
か
ら
の
影
響
だ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
表

現
は
後
の
《
口
紅
》
（
図
26)
を
初
彿
と
さ
せ
る
。
《
口
紅
》
で
描
か
れ
る
女
性

の
切
れ
長
で
吊
り
上
が
っ
た
目
や
口
元
は
よ
り
妖
艶
で
は
あ
る
も
の
の
、
《
春

雨
の
つ
ま
び
き
》
草
稿
の
花
魁
の
も
の
と
相
似
し
て
い
る
上
、
女
性
や
燭
台
は
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画
面
に
収
ま
る
こ
と
な
く
少
々
画
面
か
ら
は
み
出
て
切
り
取
ら
れ
て
い
る
。
当

時
の
浮
世
絵
の
流
行
を
捉
え
、
さ
ら
に
頗
廃
主
義
を
取
り
込
ん
だ
作
品
と
し
て

神
草
の
《
口
紅
》
は
人
気
を
博
し
、
楠
音
の
《
横
櫛
》
も
ま
た
同
様
に
捉
え
ら

れ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
執
筆
者
は
現
時
点
で
発
見
す
る
こ
と
が
出

来
ず
未
読
で
は
あ
る
が
、
田
中
圭
子
氏
の
論
考
並
び
に
北
川
久
氏
の
論
考
に
記

(25) 

載
の
竹
内
栖
鳳
に
よ
る
評
論
記
事
が
存
在
す
る
よ
う
だ
。

東
京
の
作
家
が
兎
も
す
れ
ば
浮
世
絵
の
価
値
と
い
ふ
も
の
を
誤
解
し
て
居

る
嫌
ひ
が
あ
る
。
彼
等
の
或
者
は
年
代
が
古
い
ほ
ど
絵
は
上
品
で
あ
る
と
い

ふ
や
う
な
独
合
点
の
前
提
よ
り
、
梢
情
緒
の
豊
か
に
出
て
居
る
女
の
絵
な
ど

を
却
っ
て
卑
し
い
と
見
る
ら
し
い
。
現
代
の
風
俗
を
描
い
て
寧
ろ
情
緒
の
豊

か
に
出
て
居
る
も
の
多
く
は
排
斥
さ
れ
易
い
の
で
あ
る
。
（
北
川
久
氏
に
よ



《春雨のつまびき〉草稿、大正六年、京

都国立近代美術館

図25図26

る
中
略
）
そ
の
情
緒
が
ま
た
可
な
り
一
部
の
審
査
員
の
感
触
を
害
し
た
も
の

だ
。
甲
斐
荘
楠
音
の
作
な
ど
も
同
じ
ゃ
う
な
消
息
が
あ
っ
た
か
と
思
ふ
。
浮

世
絵
の
真
生
命
を
汲
み
と
っ
た
制
作
が
東
京
の
作
家
よ
り
も
京
都
の
若
い
人

た
ち
に
試
み
ら
れ
て
居
る
こ
と
を
強
く
言
っ
て
置
き
た
い
。
（
竹
内
栖
鳳
「
文

展
の
作
家
と
其
制
作
」
（
「
新
京
都
』
六
巻
十
二
号

大
正
五
年
十
二
月
）

こ
こ
で
楠
音
は
浮
世
絵
の
真
生
命
を
汲
み
取
っ
た
画
家
と
し
て
栖
鳳
に
受
け

取
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
ま
で
西
洋
画
へ
の
傾
倒
ば
か
り
を
指
摘

さ
れ
て
き
た
楠
音
だ
が
、
少
な
く
と
も
大
正
四
年
か
ら
大
正
七
年
に
至
る
ま
で

は
浮
世
絵
へ
の
傾
倒
が
色
濃
い
画
家
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
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五

国
画
創
作
協
会

で
は
、
神
草
の
《
口
紅
》
と
楠
音
の
《
横
櫛
》
が
入
選
を
果
た
し
た
国
画
創

作
協
会
第
一
回
展
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
国
画
創
作
協

会
は
大
正
七
年
に
小
野
竹
喬
、
榊
原
紫
峰
、
土
田
麦
倦
、
野
長
瀬
晩
花
、
村
上

(26
)
 

華
岳
ら
に
よ
っ
て
結
成
さ
れ
た
美
術
団
体
で
あ
る
。
結
成
の
原
因
は
大
正
五
年

の
第
十
回
文
展
に
華
岳
と
竹
喬
が
特
選
に
な
っ
た
の
に
も
関
わ
ら
ず
、
翌
年
の

文
展
で
落
選
と
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
彼
ら
が
以
前
か
ら
文
展
の
審
査
に
疑
問

を
抱
い
て
い
た
こ
と
も
重
な
っ
て
い
る
。
当
時
の
文
展
は
保
守
派
で
あ
る
旧
派

と
革
新
派
で
あ
る
新
派
と
の
争
い
や
東
京
の
画
家
と
京
都
の
画
家
と
の
間
で
の

対
抗
意
識
も
あ
り
混
迷
を
極
め
、
更
に
審
査
方
法
や
賞
格
の
変
更
で
賞
の
価
値



が
低
下
し
て
い
た
。
ま
た
、
会
の
創
立
メ
ン
バ
ー
は
京
都
市
立
絵
画
専
門
学
校

の
第
一
回
生
で
あ
り
、
竹
内
栖
鳳
や
中
井
宗
太
郎
が
指
導
者
で
あ
っ
た
た
め
、

日
本
画
に
新
し
い
風
を
求
め
る
風
潮
が
あ
っ
た
。
実
際
、
国
画
創
作
協
会
は
日

本
画
の
団
体
で
は
あ
る
も
の
の
、
新
し
い
日
本
画
の
追
求
を
行
い
、
西
洋
画
を

積
極
的
に
取
り
込
む
こ
と
も
厭
わ
な
か
っ
た
。
島
田
康
寛
氏
は
第
一
回
展
の
創

立
会
員
の
出
品
作
が
ど
れ
も
従
来
の

8
本
画
で
は
な
く
西
洋
画
の
写
実
主
義
、

あ
る
い
は
印
象
派
の
色
彩
の
使
用
、
絵
画
理
論
を
取
り
込
み
、
そ
れ
だ
け
で
な

く
改
め
て
東
洋
絵
画
を
見
直
し
日
本
画
の
近
代
化
を
目
指
し
た
も
の
と
評
し
て

(27) 

い
る
。
楠
音
の
《
横
櫛
》
に
お
け
る
西
洋
画
か
ら
の
影
響
は
ス
フ
マ
ー
ト
で
あ

る
。
大
正
七
年
本
で
は
補
修
が
上
手
く
い
か
な
か
っ
た
た
め
、
見
る
影
も
な
い

が
、
大
正
五
年
本
の
顔
貌
表
現
に
は
こ
の
技
法
が
み
て
と
れ
る
。
当
時
楠
音
は

レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
に
傾
倒
し
て
い
た
と
い
う
の
も
こ
の
表
現
か
ら

(28
)
 

納
得
で
き
る
。
さ
ら
に
「
切
ら
れ
お
富
」
の
写
真
を
使
用
し
た
写
実
的
表
現
も

西
洋
的
写
実
主
義
を
と
り
こ
ん
だ
結
果
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
主
題
が
歌
舞
伎
の

演
目
で
あ
る
こ
と
や
画
中
画
の
構
図
は
明
ら
か
に
日
本
の
浮
世
絵
に
倣
っ
た
も

の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
大
正
五
年
本
に
は
な
い
が
、
大
正
七
年
本
で
は
奥
の
屏

風
に
趙
昌
と
揮
奄
さ
れ
て
い
る
（
図
27)
。
中
国
画
は
古
く
か
ら
日
本
に
お
い

て
学
習
の
対
象
で
あ

り
、
こ
の
揮
奄
は
楠

図27

音
の
絵
画
学
習
の
自

負
を
表
し
て
い
る
の

大正七年本部

分、趙昌印

で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
こ
の
よ
う
に
日

本
の
技
法
と
西
洋
の
技
法
を
よ
く
学
習
し
組
み
合
わ
せ
、
新
し
い
日
本
画
を
模

索
し
た
か
ら
こ
そ
《
横
櫛
》
は
国
画
創
作
協
会
の
理
念
に
か
な
い
、
第
一
回
展

覧
会
で
入
選
を
果
た
し
た
の
だ
ろ
う
。

お
わ
り
に

甲
斐
庄
楠
音
は
、
図
録
や
詳
細
な
記
録
、
伝
記
な
ど
で
大
正
期
に
活
躍
し
た

京
都
画
壇
で
の
中
で
も
一
段
知
ら
れ
て
い
る
存
在
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ま

で
絵
画
面
に
お
い
て
詳
細
に
検
討
、
考
察
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
重
要
な

作
品
が
後
年
の
補
修
で
当
時
の
面
影
を
失
っ
て
い
る
こ
と
や
、
楠
音
自
身
の
つ

か
み
難
い
言
動
が
そ
れ
を
阻
ん
だ
の
だ
ろ
う
。
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私
は
―
つ
の
絵
に
色
々
の
事
を
盛
ろ
う
と
し
ま
し
た
。
そ
れ
が
そ
の
頃

の
絵
の
特
色
で
し
た
。
私
も
生
意
気
に
そ
れ
を
追
従
し
た
の
で
し
ょ
う
。

（
甲
斐
庄
楠
音
「
ご
あ
い
さ
つ
ー
1
9
7
6
.
3
.
2
3
三
越
甲
斐
庄
楠
音

回
顧
展
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
に
て
ー
」
『
J
H
S
だ
よ
り
』
昭
和
五
十
一
年

〔
一
九
七
六
〕
）

と
い
う
楠
音
自
身
の
言
葉
が
あ
る
。
そ
の
言
葉
を
解
き
明
か
す
か
の
よ
う
に
、

本
稿
で
は
主
に
大
正
七
年
本
《
横
櫛
》
の
構
図
と
画
中
人
物
の
長
襦
袢
の
柄
や

座
布
団
の
柄
か
ら
北
野
恒
富
か
ら
の
一
部
借
用
、
写
真
の
使
用
、
浮
世
絵
か
ら

の
影
響
を
明
ら
か
に
し
た
。
ま
た
、
画
中
人
物
が
九
代
目
市
川
団
十
郎
の
見
立

て
で
あ
る
可
能
性
も
提
示
し
た
。
し
か
し
、
な
ぜ
大
正
五
年
本
か
ら
大
正
七
年



本
の
よ
う
な
変
更
が
行
わ
れ
た
の
か
と
い
う
明
確
な
理
由
や
大
正
五
年
本
の
長

襦
袢
の
柄
の
意
味
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。
本
稿
で
は
《
横

櫛
》
に
つ
い
て
注
目
し
た
点
を
概
観
し
た
に
過
ぎ
ず
、
今
回
明
ら
か
に
な
っ
た

恒
富
と
の
関
係
を
深
く
掘
り
下
げ
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
こ
と
も
悔
や
ま
れ

る
。
今
後
は
《
横
櫛
》
を
よ
り
掘
り
下
げ
、
さ
ら
に
他
作
品
に
も
目
を
向
け
る

こ
と
で
新
た
な
楠
音
像
に
迫
り
た
い
。

註(
l
)
以
下
が
甲
斐
庄
楠
音
を
単
独
で
取
り
扱
う
主
だ
っ
た
先
行
研
究
で
あ
る
。
年
代
順
に

栗
田
勇
『
女
人
賛
歌
ー
甲
斐
庄
楠
音
の
生
涯
ー
」
（
新
潮
社
、
一
九
八
七
年
）
、
『
大

正
日
本
画
の
異
才
|
い
き
づ
く
情
念
甲
斐
庄
楠
音
展
」
（
京
都
国
立
近
代
美
術
館
、

一
九
九
七
年
）
、
『
甲
斐
庄
楠
音
と
大
正
期
の
画
家
た
ち
i

(
日
本
経
済
新
聞
社
、

一
九
九
九
年
）
、
島
田
康
寛
監
修
「
甲
斐
庄
楠
音
画
集
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
・
エ
ロ
チ

ス
ト
』
（
求
龍
堂
、
二

0
0
九
年
）
。

(
2
)
『
大
正
日
本
画
の
異
オ
ー
い
き
づ
く
情
念
甲
斐
庄
楠
音
展
」
（
京
都
国
立
近
代
美
術

館
、
一
九
九
七
年
）
の
《
横
櫛
》
作
品
解
説
を
参
照
。

(
3
)
註

3
前
掲
書
。

(
4
)
あ
ら
す
じ
は
「
河
竹
黙
阿
弥
四
」
『
名
作
歌
舞
伎
全
集
』
第
二
十
三
巻
（
東
京
創
元
社
、

一
九
七
一
年
）
、
『
上
演
資
料
集
〈
3
2
2
〉
解
脱
・
忍
夜
恋
曲
者
・
処
女
翫
浮
名
横

櫛
j

(
国
立
劇
場
芸
能
調
究
室
、
一
九
九
二
年
）
を
参
考
に
し
た
。

(
5
)
註

3
前
掲
書
。

(
6
)
北
川
久
「
《
横
櫛
》
制
作
の
背
景
ー
大
正

4
年
卒
業
制
作
説
存
疑
ー
」
（
『
視
る
（
京

都
国
立
近
代
美
術
館
ニ
ュ
ー
ス
）
」
二
七
一
号
、
一
九
九

0
年
一
月
）
。

(
7
)
註

6
前
掲
書
。

(
8
)
「
夜
雨
庵
北
野
恒
富
ー
そ
の
芸
術
と
逆
説
ー
」
（
橋
爪
節
也
監
修
『
北
野
恒
富
展
」
、

―
四
九
ー
一
六
一
頁
、
東
京
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
石
川
県
立
美
術
館
、
滋

賀
県
立
近
代
美
術
館
、
ア
ー
ト
シ
ス
テ
ム
、
二

0
0
三
年
）
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
明

治
四
十
年
代
の
作
例
（
所
在
不
明
）
で
は
画
中
人
物
の
着
物
の
柄
が
役
者
絵
を
散
ら

し
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

(
9
)
『
日
出
新
聞
』
明
治
四
十
五
年
五
月
十
九
日
。

(10)
註

8
前
掲
書
の
資
料
編
掲
載
、
小
さ
き
魔
の
子
「
北
野
恒
富
さ
ん
に
物
申
さ
ん
」
参

照。

(11)
特
定
す
る
に
あ
た
っ
て
、
河
竹
登
志
夫
監
修
『
歌
舞
伎
十
八
番
』
（
毎
日
新
聞
社
、

一
九
七
六
年
）
、
和
角
仁
•
樋
口
和
宏
『
歌
舞
伎
入
門
辞
典
』
（
創
紀
房
新
社
、

一
九
九
四
年
）
、
「
役
者
と
役
柄
」
『
別
冊
演
劇
界
歌
舞
伎
入
門
シ
リ
ー
ズ
』
第

三
号
（
演
劇
出
版
社
、
二

0
0
1
―
年
）
、
独
立
行
政
法
人

H
本
芸
術
文
化
振
興
会
・

文
化
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

(
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
2
.
n
t
j
.
j
a
c
.
g
o
.
j
p
/
d
g
l
i
b
/
)

を
参
考

に
し
た
。

(12)
九
代
目
市
川
団
十
郎
に
つ
い
て
は
西
山
松
之
助
『
市
川
団
十
郎
』
（
吉
川
弘
文
館
、

一
九
六

0
年
）
、
榎
本
由
喜
雄
「
団
十
郎
の
系
譜
」
（
河
竹
登
志
夫
監
修
『
歌
舞
伎

十
八
番
』
、
ニ
―

O
I二
三
四
頁
、
毎
日
新
聞
社
、
一
九
七
六
年
）
服
部
幸
雄
「
市

川
団
十
郎
」
『
日
本
を
創
っ
た
人
び
と
』
第
二
十
巻
（
平
凡
社
、
一
九
七
八
年
）
、
服

部
幸
雄
『
市
川
圏
十
郎
代
々
』
（
講
談
社
、
二

0
0
二
年
）
、
漆
澤
そ
の
子
「
九
代
目

市
川
団
十
郎
年
譜
」
（
『
歌
舞
伎
研
究
と
批
評
」
第
二
十
二
号
、
五
十
一
ー
百
十
二

頁
、
一
九
九
八
年
）
を
参
照
。

(13)
註

12
榎
本
前
掲
書
、
漆
澤
前
掲
書
。

(14)
註
l
島
田
前
掲
書
。

(15)
・
歌
川
国
員
「
坂
東
彦
三
郎
の
お
そ
め
」

お
そ
め
は
「
野
崎
村
」
と
い
う
演
目
に
出
て
く
る
商
家
の
娘
で
あ
り
、
右
上
に
い
る

丁
稚
の
久
松
と
心
中
す
る
運
命
に
あ
る
。
こ
の
画
は
お
そ
め
が
実
家
に
戻
さ
れ
た
久

松
の
こ
と
を
思
う
場
面
を
表
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
後
お
そ
め
は
久
松
の

実
家
ま
で
出
向
き
、
愛
を
誓
い
あ
う
と
い
う
筋
書
き
で
あ
る
。
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•
五
粽
亭
（
歌
川
）
広
貞
「
娘
信
夫
ど
ら
の
に
よ
八
磯
上
豆
四
郎
」

こ
れ
は
「
競
伊
勢
物
語
」
に
出
て
く
る
登
場
人
物
三
人
の
図
で
あ
る
。
し
の
ぶ
と
豆

四
郎
は
夫
婦
、
こ
の
シ
ー
ン
は
玉
水
ヶ
淵
に
沈
ん
で
い
る
宝
を
泳
い
で
拾
い
上
げ
た

ど
ら
の
に
よ
八
か
ら
宝
を
奪
お
う
と
す
る
し
の
ぶ
の
争
い
の
場
面
で
あ
る
。
こ
の
場

面
で
磯
上
豆
四
郎
は
帰
っ
て
い
る
設
定
で
こ
の
場
に
は
い
な
い
。

こ
れ
ら
の
役
者
絵
は
画
中
画
の
よ
う
に
人
物
を
配
す
る
場
合
、
そ
の
場
に
い
な
い

人
物
を
描
い
て
い
る
。
こ
れ
は
役
者
絵
が
役
者
を
描
く
も
の
と
い
う
特
性
上
、
演

H

の
―
つ
の
場
面
と
そ
の
時
に
い
な
い
人
物
を
同
時
に
描
く
必
要
が
あ
っ
た
の
だ
ろ

う
。
演
目
に
つ
い
て
は
註

10
前
掲
書
、
「
丸
本
時
代
物
四
」
（
『
名
作
歌
舞
伎
全
集
」

第
五
巻
、
東
京
創
元
新
社
、
一
九
七

0
年
）
参
照
。

(16)
伊
藤
紫
織
「
死
絵
と
画
中
画
ー
肖
像
と
し
て
の
死
絵
」
（
『
死
生
学
研
究
」
第
十
一
号
、

一
七
三
ー
一
九
六
頁
‘
―

1
0
0
九
年
）
。

(17)
た
だ
し
、
大
正
六
年
十
一
月
の
帝
国
劇
場
と
歌
舞
伎
座
で
の
「
九
代

H
団
十
郎
十
五

周
年
祭
追
善
興
行
」
の
演

H
は
こ
の
五
つ
の
演
目
と
は
ま
っ
た
く
異
な
っ
て
い
る
。

他
の
劇
場
で
興
行
が
行
わ
れ
て
い
た
か
は
引
き
続
き
調
査
を
行
う
。

(18)
橋
爪
節
也
「
大
大
阪
の
画
家
た
ち
（
第
一
回
）
生
命
感
の
躍
動
と
画
家
の
個
性
を
求

め
て
北
野
恒
富
と
歌
舞
伎
、
浄
瑠
璃
」
（
『
や
そ
し
ま
』
第
十
号
、
三
十
六
ー

七
十
五
頁
、
二

0
一
六
年
）
。

(19)
山
口
桂
三
郎
『
浮
世
絵
の
歴
史
」
（
三
一
書
房
、
一
九
九
五
年
）
。

(20)
田
中
圭
子
「
岡
本
神
草
と
そ
の
周
辺
ー
初
期
作
品
を
中
心
に
ー
」
（
『
芸
術
は
ど
こ
か

ら
来
て
ど
こ
へ
行
く
の
か
』
、
一
四
六
ー
一
六

0
頁
、
晃
洋
書
房
、
二

0
0
九
年
）
。

(21)
註
20
前
掲
書
。

(22)
『
H
出
新
聞
」
大
正
四
年
七
月
二
十
五
日
。

(23)
註
18
前
掲
書
。

(24)
北
川
博
子
「
北
野
恒
富
と
浮
世
絵
、
そ
し
て
大
阪
」
（
『
没
後
70
年
北
野
恒
富
展
」

二
―
五
ー
ニ
―
九
頁
、
あ
べ
の
ハ
ル
カ
ス
美
術
館
、
島
根
県
立
石
見
美
術
館
、
千
葉

市
美
術
館
、
―

1
0
一
七
年
）
。

(25)
註
18
前
掲
書
、
北
川
久
「
岡
本
神
草
と
甲
斐
庄
楠
音
の
登
場
」
（
『
三
彩
」
五
四
四
号
、

三
十
一
ー
三
十
四
頁
、
一
九
九
三
年
一
月
）

(26)
原
田
平
作
、
島
田
康
寛
、
上
園
四
郎
『
国
画
創
作
協
会
の
全
貌
」
（
光
村
推
古
書
院
、

一
九
九
二
年
）
。

(27)
島
田
康
寛
「
国
画
創
作
協
会
と
そ
の
画
家
た
ち
」
（
註

26
前
掲
書
、

一
八
二
頁
）
。

一
七
八
ー

(28)
註
l
島
田
前
掲
書
。

[
附
記
]

本
稿
の
執
等
に
あ
た
り
、
立
命
館
大
学
の
赤
間
亮
先
生
、
星
野
桂
三
氏
よ
り
多
大
な
る

ご
助
力
を
賜
り
ま
し
た
。
末
等
な
が
ら
こ
こ
に
記
し
て
謝
意
を
表
し
ま
す
。

太
田
梨
紗
子
（
お
お
た
•
り
さ
こ
）

二
0
一
七
年
神
戸
大
学
文
学
部
人
文
学
科
卒
業

神
戸
大
学
大
学
院
人
文
学
研
究
博
士
課
程
前
期
課
程
在
籍
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